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 開催のご挨拶  

 

          
杵築市立山香病院 開設者     杵築市立山香病院 病院事業管理者 

杵築市長             院長 

永松 悟             小野 隆司 

 

医療 MaaS（Mobility as a Service）で地域を守る夢 

 

 当院ではコロナ禍を契機に様々なデジタル化に挑戦してきました。元々は人口減でスタッ

フを確保できなくなる、厚生労働省が言う“2040年問題”に対応するためであり、スタッフ

が減ってもデジタル化の助けを借りて診療を継続する思いでした。病院のデジタル化の推進

は資源の無駄遣いを減らし、持続可能社会を目指す SDGs (Sustainable Development Goals)

に繋がっていることに途中から気づきました。医療 MaaS の挑戦もそこから生まれたもので

す。 

 多少不自由な過疎地でも大自然に抱かれながら自分らしく生きる素晴らしさは、何にも代

え難いたいものです。確かに自身で車を運転できる間はあまり不自由なく暮らせますが、超

高齢化社会が進み、免許返納後に田舎暮らしをするのは本当に大変です。特に病院への通院

は一大事です。ここ数年、当院はこの問題に無料送迎で対応してきました。視察を繰り返し

て、もっとも我々の地域に合った方法を考えました。最初は送迎費用を全て病院の負担で始

めましたが、現在は杵築市の支援を受けて多くの利用者に評判を得ています。MaaS と言う

言葉はかなりいい加減で Mobility（自動車）を利用して便利や安心を届けられれば良いと

都合よく理解しています。 

 長いコロナ禍に診療の自由を奪われ、克服するために様々な努力をしてきました。その最

中、オンライン診療の開始は今までになく画期的だったと感じています。オンライン診療は

感染拡大防止の観点で安全な診療を確保することが目標でした。結果として、案外、外来診

療よりも患者さんへの距離が近く、在宅でのリハビリの状況などが手に取るように観察でき、

より質の高い診療ができることに気づきました。また、遠方にいるご家族にもオンラインで

同時に参加いただき、今までにない成果を感じてきました。 

 次第に想像力が高まり、送迎とオンライン診療を一緒にするともっと役に立てるのではと

考えるようになりました。すでに全国でいろいろなスタイルの医療 MaaS が実証されていま

す。先行して実施されている医療 MaaS モデルを視察し、杵築市にあった独自の利用方法を

考えてみました。内閣府のデジタル田園都市国家構想の交付金をいただき、最高の Mobility

を手にし、武器として様々な診療に必要な機器類を装備しました。特に田舎の通信状態を考

慮して衛星通信（Starlink）を装備し、市内の何処からでも利用を可能にしました。県立看

護科学大学で養成された高度にトレーニングされた診療看護師（Nurse Practitioner; N P）
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が同乗して現場に行って診察や処置を行い、オンラインで医師と一緒に診療することを考え

ました。さらに大分大学の専門性の高い医師と連結して同時に遠隔で参加いただき、ご助言

いただける体制を想定しています。いろいろなアイデアと医療の魂を乗せて診療の範囲を広

げたいと考えています。 

 また、多目的車両であり、Starlinkを活かした災害 MaaSも想定しています。行政 MaaSと

して様々な行政の活動にも利用できると考えています。MaaS が社会を変革し人々の暮らし

を豊かにする・・・人口減、過疎化の進む地域での暮らしを豊かにしてくれることを望んで

います。通院困難者にもできるだけ在宅で高いレベルの医療が提供できる体制を想像してい

ます。また、困難な時代に向けて柔軟に医療体制も変革することも重要であり、NPの新たな

活躍の場としても期待しています。さらに様々な生成 AI などのデジタル化と連動して、多

少不便でも愛着のある故郷を大切にして暮らす皆様に、今まで以上の安心、安全が届けられ

ればと考えています。  

 

【文責：小野】 
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 プログラム  

 
9:00～9:10 

 
〇 開会挨拶 

  永松  悟  （杵築市立山香病院 開設者・杵築市長）     

  小野 隆司 （杵築市立山香病院事業管理者兼院長）  
 

9:00～9:30 

 
〇 導入発表 

⦿概要発表 

 発 表：杵築市立山香病院の医療 MaaSの概要について 

 発表者：都甲 秀幸 （杵築市立山香病院 事務次長） 
 

⦿実  演 

 実 演：杵築市立山香病院の医療 MaaSの実演について  

 実演者：竹尾 千恵 （杵築市立山香病院 診療看護師）   

 実演補助 MONET Technologies株式会社 

      ウィーメックス株式会社 
 

9:30～11:00 

 

 

 

〇 基調講演 

⦿講演 ①   

 座 長：小野 隆司 （杵築市立山香病院事業管理者兼院長）  

 講 演：「医療 MaaS『柴三郎号』の運ぶもの ～北里柴三郎博士生誕の地での取り組み～」 

 講 師：片岡 恵一郎 （小国公立病院グループ事業管理者） 
 

⦿講演 ② 

 座 長：上田 貴威 （大分大学医学部総合外科 教授） 

 講 演：「AIが切り拓く未来 ～連携と実行で実現する新たな医療 DXのカタチ～」 

 講 師：津村 佳希 （大分医療 DX推進会議-UniTreat-代表） 
 

11:00～11:10 〇 休 憩 

11:10～11:30 

 
〇 実践発表 

 司 会：藤内 美保 （大分県立看護科学大学 看護学部教授） 

 発 表：医療 MaaSを活用した診療看護師（NP）の活動の実際 

 発表者：中山 法子 （山口市徳地診療所 診療看護師） 
 

11:30～12:40 

 
〇 シンポジウム 

 テ ー マ：「MaaSによって新たに変わる暮らしを考える」 

 座    長：小野 隆司 （杵築市立山香病院事業管理者兼院長） 

 発 言 者：片岡 恵一郎 （小国公立病院グループ事業管理者）  

      津村 佳希 （大分医療 DX推進会議-UniTreat-代表） 

      中山 法子 （山口市徳地診療所 診療看護師） 

      上田 貴威 （大分大学医学部総合外科 教授） 

      藤内 美保 （大分県立看護科学大学 看護学部教授） 

 助 言 者：永松  悟  （杵築市立山香病院 開設者・杵築市長）     
 

12:40～12：45 

 
〇 閉会挨拶 

宇都宮 健士（杵築市立山香病院 事務長）  
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 導入発表   

 
発 表：杵築市立山香病院の医療 MaaSの概要について   

 

 発表者：都甲 秀幸 （杵築市立山香病院 事務次長） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 



第 14 回 杵築市地域医療フォーラム      -５-   

 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 



第 14 回 杵築市地域医療フォーラム      -６-   

 

 
 

 

 
 

 
 

実 演：杵築市立山香病院の医療 MaaSの実演について  
 

実演者：竹尾 千恵 （杵築市立山香病院 診療看護師） 
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 基 調 講 演 １  

 

医療 MaaS『柴三郎号』の運ぶもの ～北里柴三郎博士生誕の地での取り組み～ 
 

小国公立病院グループ事業管理者 片岡 恵一郎（かたおか けいいちろう） 氏 

 

 
略 歴 

 

昭和 45年 4月 熊本県川尻町生まれ 

平成元年 3月 熊本県立熊本高等学校卒業 

平成 8年 3月 大分医科大学卒業 

平成 8年 4月 熊本大学循環器内科入局 

平成 8年 4月〜平成 13年 3月 熊本大学＋関連病院にて臨床医として勤務 

平成 13年 4月  熊本大学大学院 発生医学研究センター（基礎研究） 

平成 13年 4月〜平成 15年 3 月 小国公立病院 循環器科非常勤医師 

平成 15年 4月〜平成 17年 3 月 東京大学特別研究学生（再生医療; 基礎研究） 

平成 17年 4月〜平成 24年 10月 熊本大学生命科学研究部生体機能薬理学（基礎研究）助教 

平成 17年 4月〜平成 24年 9 月 小国公立病院 循環器科非常勤医師 

平成 24年 10月〜 小国公立病院 総合診療科・循環器科医師 

平成 27年 4月 小国郷医療福祉あんしんネットワーク副代表 

平成 29年 1月 小国公立病院 副院長 

平成 29年 6月 熊本県へき地医療医師の会 副会長 

平成 30年 4月 熊本大学地域医療支援センター 客員研究員 

平成 30年 12月 小国郷在宅医療サポートセンター センター長 

令和元年 5月 熊本大学保健学科地域看護学 非常勤講師 

令和元年 7月 第 6回やぶ医者大賞受賞 

令和 3年 4月 小国公立病院 病院事業管理者兼おぐに老人保健施設長 

令和 5年 7月 熊本県へき地医療医師の会 会長 

令和 5年 7月 小国公立病院 病院事業管理者兼おぐにサテライト診療所長 
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 基 調 講 演 ２  

 

AI が切り拓く未来 ～連携と実行で実現する新たな医療 DXのカタチ～ 
 

大分医療 DX推進会議-UniTreat- 代表 津村 佳希（つむら よしき） 氏 

 

大分県佐伯市本匠出身 

 2015.3 岩田高等学校卒業 

 2021.3 大分大学医学部医学科卒業 

 2021.4 国家公務員共済組合連合会新別府病院 

 2022.4 大分大学医学部附属病院 

 2023.4 竹田医師会病院 

 資格：医師、大分 DMAT 隊員、日本救急医学会認定 ICLSインストラクター、 

    NCPR Bコース修了、緩和ケア研修会修了 

 特技：英語、韓国語、DJ、バーテンダー、書道、弓道、卓球、神楽 

 

 

【経歴】 

救急医療、特に災害医療に興味があり、医学生の頃から救急サークルに所属し BLSのインス

トラクターとして活動。他職種連携や国際的な連携を学ぶために IFMSA（国際医学生連盟）

の日本支部に所属し、国内、海外の医療系学生とボランティアや留学支援などで連携して活

動。IFMSA内では２度の世界総会代表団としてカナダとタンザニア出張を経験したほか、イ

ンド派遣チーム代表、日本総会副運営委員長、IFMSA九州支部代表として活動。社会人とな

り三次救急病院で初期研修医 1 年目として働く中で、院内の ICLS を受講しその後はインス

トラクターとして活動。大分県別府市の一日救急隊長にも就任しテレビなどを通じて民間の

防災意識向上にも尽力。また大分 DMAT(災害派遣医療チーム)の訓練に参加し訓練生全体の

指揮リーダーとして活動。医師として病院勤務の中で英語通訳としても活動。南海トラフ地

震や covid-19などの災害に対して、医療および日本全体の様々な DXに尽力し、自分の出来

る限りの知見を広め、技術技能共に日本そして国際社会に貢献することを目標とする。 
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 実 践 発 表   

 

医療 MaaSを活用した診療看護師（NP）の活動の実際 
 

山口市徳地診療所 診療看護師 中山 法子（なかやま のりこ） 氏 

 
略 歴 

糖尿病ケアサポートオフィス代表 

山口市徳地診療所・防府消化器病センター（非常勤診療看護師） 

 

資 格 

  糖尿病看護認定看護師（2004 年取得）  

 ナースプラクティショナー（プライマリケア領域）（2011年取得） 

 

1988年 山口県立衛生看護学院卒業後 

        山口県内・大阪市内の医療機関での臨床経験を重ねる 

2004年 糖尿病看護認定看護師資格取得 

2011年 国際医療福祉大学大学院修士課程修了 

    ナースプラクティショナー（プライマリケア）資格取得 

    大阪市内・東京都日野市の医療機関で臨床経験を重ねる 

2015年 山口県に Uターンし、糖尿病ケアサポートオフィスを創業 

    山口県防府市の消化器専門病院に非常勤診療看護師として従事 

2019年 山口県防府市内にフットケアサロンを開業 

2021年 山口市徳地診療所に非常勤診療看護師として従事 

 

社会活動 

CRESCIUS
ク レ シ ウ ス

リサーチセンター理事 

日本フットケア・足病医学会理事 

日本糖尿病教育・看護学会評議員 

日本プライマリ・ケア連合学会認定プライマリ・ケア看護師認定委員 
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 シ ン ポ ジ ウ ム   

 

 テーマ ＭａａＳによって新たに変わる暮らしを考える 
 

 ≪座     長≫ 小野 隆司  （杵築市立山香病院事業管理者兼院長） 

 

 ≪発  言  者≫ 片岡 恵一郎 （小国公立病院グループ事業管理者）  

         津村 佳希  （大分医療 DX推進会議-UniTreat-代表） 

         中山 法子  （山口市徳地診療所 診療看護師） 

         上田 貴威  （大分大学医学部総合外科 教授） 

         藤内 美保  （大分県立看護科学大学 看護学部教授） 

 

 ≪発言補助者≫ MONET Technologies 株式会社 

         ウィーメックス株式会社 

 

 ≪助  言  者≫ 永松  悟   （杵築市立山香病院 開設者・杵築市長）     
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氏名：上田 貴威（うえだ よしたけ） 

総合外科・地域連携学講座 教授 

 

略 歴 

平成 3年 3月(1991)   大分県立大分雄城台高等学校 卒業 

平成 9年 3月(1997)   佐賀医科大学（現 佐賀大学医学部）卒業 

平成 9年 4月(1997) ～ 大分大学医学部 第 1外科入局（現消化器・小児外科学講座） 

平成 10年 4月(1998)～ 大分県立病院外科 研修医 

平成 15年 4月(2003)～ 津久見市医師会立津久見中央病院 外科部長 

平成 20年 3月(2008)  大分大学大学院医学系研究科卒業 医学博士号取得 

平成 23年 4月(2011)～ 大分大学医学部地域医療学センター 外科分野 助教 

平成 28年 8月(2016)～ 同上 講師 

平成 29年 2月(2017)～ 大分大学総合外科・地域連携学講座 講師 

令和 2年 2月(2020)～  同上 准教授    

令和 5年 12月(2023)～ 同上 教授          現在に至る 

 

学会活動 

・日本外科学会：認定医・専門医・指導医 

・日本消化器外科学会：専門医・消化器がん外科治療認定医・指導医 

・日本消化器内視鏡学会：専門医・指導医・九州支部評議員・学術評議員 

・日本消化管学会：胃腸科専門医・指導医 

・日本胃癌学会：代議員    

・日本臨床外科学会：評議員   

・日本内視鏡外科学会：評議員   

・日本外科系連合学会：評議員   

・九州外科学会：評議員  

・大分県外科医会：理事    

・日本病院総合診療医学会：認定医・評議員 

・日本高齢消化器病学会：学会誌編集委員 

・日本医学教育評価機構（JACME）医学教育分野別評価 外部評価委員 

 

院内・学内活動 

・大分大学医学部卒後臨床研修センター 副センター長 

・大分大学看護師特定行為統括センター 副センター長 

・大分大学医学部附属病院 総合患者支援センター 地域連携推進部門長 

・大分大学医学部附属病院 医療業務の質改善部門長 

 

賞 罰 

・平成 30年  平成 30年度日本外科系連合学会 学会賞 

・令和 1年  第 32回地域保健医療研究奨励賞 

・令和 4年  第 84回日本臨床外科学会総会 優秀演題賞 

・令和 5年  第 85回日本臨床外科学会総会 優秀演題賞 
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氏名：藤内 美保（とうない みほ）  

大分県立看護科学大学 基礎看護学講座 看護アセスメント学 教授 

 

略 歴 

昭和 56年 3月 大分県立厚生学院看護学科第１科 卒業     

平成  5年 4月 日本女子大学家政学部通信教育課程入学 学士(家政学)   

平成  9年 9月  日本女子大学家政学部通信教育課程卒業 学士(家政学)   

平成 12年 4月 大分大学大学院経済学研究科 経済社会政策専攻入学 修士(経済学) 

平成 14年 3月 大分大学大学院経済学研究科 経済社会政策専攻修了 修士(経済学)  

平成 14年 4月 広島大学大学院保健学研究科保健学専攻 入学 博士(看護学) 

平成 18年 3月 広島大学大学院保健学研究科保健学専攻 修了 博士(看護学) 

           

職 歴 

昭和 56年 4月 大分県立病院 看護師(小児科)      

昭和 56年 7月 大分県立三重病院 看護師(内科)    

昭和 57年 7月 大分県立病院 看護師(消化器内科、脳外科、胸部外科、神経内科)  

昭和 59年 4月 厚生省看護研修研究センター看護婦養成所教員養成課程派遣 

昭和 60年 4月 大分県立病院 看護師(神経内科) 

昭和 62年 4月 大分県立厚生学院 教員(基礎看護学、成人看護学、老人看護学等) 

平成 10年 4月 大分県立看護科学大学看護学部 基礎看護学講座看護アセスメント学 

        研究室 講師 

平成 18年 9月 McMaster University＆Case Western Reserve University 海外研修(NP教  

                育・活動の視察・研修)      

平成 19年 4月 大分県立看護科学大学看護学部 基礎看護学講座看護アセスメント学研 

                究室 准教授      

平成 19年 9月 Pace University Nursing(Jamesetta Newland 教授)に派遣(NP(診療看護  

        師)活動の視察・研修）       

平成 27年 4月 大分県立看護科学大学看護学部 理事兼学部長兼看護アセスメント学研 

                究室教授(平成 27年度～令和 2年度 6年間）    

平成 21年 4月 大分県立看護科学大学看護学部 基礎看護学講座看護アセスメント学研 

                究室 教授        

         

NP 教育関連 社会貢献 

平成 17年 本学で NPプロジェクト立ち上げからメンバー 

平成 20年度 本学が日本で初めて NP教育開始 NPプロジェクトリーダー  

               (平成 27年度～ 学部長のため学部教育に専念)    

令和 4年度～現在 NPリーダー        

平成 26年度～現在 日本 NP教育大学院協議会社員      

    

令和 2年度～現在 日本 NP教育大学院協議会 監事     

平成 28年度～現在 日本ＮＰ教育大学院協議会ＮＰ教育課程審査委員   

平成元年～R7年 2月 特定行為研修指定研修連絡会理事     

令和 2年度～R7年 2月 特定行為研修制度の普及促進に関する委員会委員   

              等  
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